
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月２３日（月），２学期の終業式を行いました。 

コロナウィルス感染予防のため，今回も校内放送にて行いました。 

 暑い暑い 8月の後半から始まった 2学期。 

子供達にとって，これまでに経験のない様々な我慢や苦労があったことと思います。 

新年，そして 3学期に子供達と笑顔で会えることを楽しみにしています。 

今日は 2学期の終業式です。 

明日からの冬休み。この期間にしか出来ない学習や家の手伝いなど，計画的に取

り組みましょう。 

 

さて，2学期の生活目標だった「黙って掃除をする」や「自分から挨拶をする」

ができるようになったり，質が高まったりした人が増えてきているように思いま

す。 

目標を持って生活する良さを実感できているのではないでしょうか。 

3学期は今年度最後のチャンスです。2学期に出来た人も出来なかった人も，郷

原っ子の花を咲かせるために，一緒に取り組んでいきましょう。 

 

2学期は感染症対策のため，行事や参観日が中止となりました。 

今，広島はとても心配な状況になっています。 

いつ・だれが・どこで感染してもおかしくありません。 

感染予防をすることは，自分・家族・友達の命を守ることにつながります。 

けっして，気を緩めてはいけません。 

 

1月 7日の 3学期始業式の日に，また元気で会いましょう。 

 

 

 

児童代表の言葉 
  「２学期を振り返って」 

 ２学期もコロナウイルスの関係で、いくつかの行事がなくなりました。 

そうした中で６年生は、一組と二組が対戦をする、「リーダーズカップ」という行事を開くことに

なりました。 

 第１回目は、「シャトルリレー」で対戦しましたが、２組は負けてしまいました。そのため、第

２回目の「ドッチボール」では勝つために、みんなで作戦を何度も練り直し、練習を積み重ねまし

た。そうしたことで、勝つことができました。 

この戦いを通してぼくは、クラスの結びつきが強くなっただけではなく、６年生全員が強い糸でつ

ながり、「絆」が深まったように感じました。 

 それは、相手のことを思い協力することや、６年生全員が一つの目標に向かって、フェプレー精

神で戦ったからだと思います。 

 卒業までに残された少ない小学校生活の中で、郷原小のリーダーとして、学校全体の見本となっ

たり、学年を超えた「絆」を深めるための取り組みをしたりしていきたいと思います。 

      児童代表 ６年 岡嵜 飛和 

 


